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「アフリカ人の命名はわれわれには想像もつか

ないような方法でなされることが多い。それは名

前というものの考え方がわれわれと異なるからで

あるJ(梶 1985: 48)。梶は、名前が社会で果た

す役割に、名前の中に歴史、出来事を刻んでおく

ことと、名前がメッセージを運ぶことをあげてい

る。

例えば、ザイ ールのテンポ(ニジェーノレ・コソ

ゴ語族、現在はニジエール ・コノレドファ ンとはあ

まり言わなし、)の人々の名前にhabitaがあるが、

これはbit孟「戦争」に由来し、その名前の持ち主

が戦争のあった時に生まれたことを意味すると同

時に、戦争という歴史的出来事がその名前によっ

て社会の中に記憶される。エチオピアのコエグ

(ナイル・サハラ言語群)の人々のあいだに、

keeda (筆者の名前に由来する)やmiwak(宮脇)

と呼ばれる子供がし、る。名前によって記憶される

歴史、出来事には、社会的、自然的状況も含まれ

ている。コエグの名前にd叩 101朝」が、ルオの

名前に okoth1雨」がある。テ ンポの名前

ndaI凶nyaa1私は知らなかった」は、梶によれ

ば、妻が夫にたいして I(夫がこういう人間とは)

知らなかった」とのメ ッセージを送っているとの

ことである。

梶は、テンポの人々の個人が持つ名前として、

誕生名、第二名、自称、あだ名、自分でつけたあ

だ名、キリスト教名、祖先霊名、役職名、クラン

名、リネージ名を記録してし、る。但し、誕生名を

除いて各人が全てを持つわけではない。これらの

名前の中に日本人の「姓」にあたるものはない。

筆者の経験では、「姓」を持つ民族のほうが世界

でみても稀であると思う。

テンポの社会では、誕生名は本来、生まれた子

供が男子ならば、父方の祖父が、女子ならば祖母

がつける。あるいは、祖父、祖母の名前をそのま

まつける。キ・クユ(キクユよりギクユのほうが原

音に近し、)の社会でも同様であると考えられる。

ここで興味あるのは、ギクユの社会では父と子は

心理的に疎遠な関係に、また、祖父と孫は親密な

関係にあり、本人からみて疎遠な者である自分の

父と、本人からみて疎遠な者である自分の子が閉

じ名前で呼ばれることである。父と子の聞には守

らなければならない様々な社会的禁忌があること

も指摘しなくてはならないだろう。ギクユの命名

法は、社会のあり様と密接に関係している。ちな

みに、ギクユとムソピ(始祖、神ではなし、)の子

供はすべて娘で、男子はいない。 waceera，wan-

jiki1， wair国lU，wambui， wangan， wanjiru， 

wang色1，mw'ithaga， waithiraの9人である。あと

1人をくわえて10人の名前からキ・クユのクラン名

は由来する。もちろんこれらの名前は今日使われ

ている女の普通の名前でもある。ただし、 wa-は

けっして女性を表わすわけではなく、ある種の名

詞、特に動物の名前などに見られる不変化の接頭

辞である (ギクユ語は、文法的な性の区別をしな
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